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【目的】一般用医薬品の販売に関して 2009 年 6 月に改正薬事法が施行されようと
しているが、2008 年 11 月現在、一般用医薬品のインターネット（以下、「ネット」）
販売についての最終的な規制範囲が未だに明確に決定されていない。改正案の段
階では、第１類と第 2 類の一般用医薬品はネット販売禁止とし、第 3 類のみ販売
を許すとする動きがあった。しかしながら、第 3 類に含まれる生薬や緩下剤によ
って死亡例が出たという背景から、第 3 類の一般用医薬品であってもネット販売
を全面的に禁止するという考え方も浮上している。また、現在議論されている内
容には多くの推測を基に議論されている為、実際に購入する一般消費者における
意識調査により、一般用医薬品のネット販売の問題点の現状把握をするために当
該調査を実施した。 
【方法】これまで実際に、医薬品をネットで購入経験のある人を対象としたアン
ケート調査を実施し、その結果や傾向から、今後想定される問題点を抽出した。 
【結果・考察】ネット上で一般用医薬品を購入する場合には、ネット上の医薬品
に関する情報を、患者が自ら収集する場合も多く、医薬品に関する情報提供の質
に関しても今後議論される必要性がある。また一方、ネット販売に関しては、実
際の消費者側の利便性や安全性を確保するために総合的に医薬品の販売方法につ
いて検討する必要があり、具体的な規制がなされていない、ネット上における医
薬品の転売、個人輸入等も十分に考慮する必要性がある。 
 
 
 


